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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のワイヤレスアクセス技術をサポートするモバイルデバイスにおいて使用するため
の装置であって、
　第１の電力レベルで動作可能な第１の回路部分と、ここにおいて、前記第１の回路部分
は、多くとも前記モバイルデバイスによってサポートされるすべてのワイヤレスアクセス
技術のワイヤレス信号を探索リストに基づいて探索するように動作可能な少なくとも１つ
の構成可能なサーチャを含む、
　前記第１の電力レベルより高い電力レベルで動作するように構成された前記第１の回路
部分に結合された第２の回路部分と、
　を備え、ここにおいて、前記第２の回路部分は、前記モバイルデバイスによってサポー
トされるすべてのワイヤレスアクセス技術の信号を受信し復号する受信機を含み、
　前記少なくとも１つの構成可能なサーチャは、前記探索の間、前記モバイルデバイスに
よってサポートされるすべてのワイヤレスアクセス技術のうちの任意の前記ワイヤレスア
クセス技術の信号が検知されると、トリガ信号を発生させ、ここにおいて、前記トリガ信
号は、電力節約状態から前記検知された信号を復号するために前記第１の電力レベルより
高い電力レベルへ前記第２の回路部分を遷移し、
　前記第１の回路部分は、先行する検知された情報に基づいて、前記１つまたは複数のワ
イヤレスアクセス技術の前記探索リストを拡大する、または切り詰めるように前記リスト
を変更し、さらに前記探索リストを並べ替えるように構成された適応エンジンをさらに備
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える、装置。
【請求項２】
　前記第１の回路部分は、
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を格納するように構成
されたバッファと、
　前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分における非リアルタイムプロセッサ以
外の回路の少なくとも１つの回路の時間領域とは独立した時間領域内で、前記バッファの
中に格納された前記受信された信号を処理するように構成された前記非リアルタイムプロ
セッサと
　をさらに備える請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれか１つを含む
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記第１の回路部分は、所定の周期性でアイドル状態または休止状態のいずれか１つか
ら起動して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を周期的に検知するようにさ
らに構成され、前記周期性は、固定または可変のいずれかである請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記第２の回路部分の一次トランシーバは、前記第１の回路部分が前記１つまたは複数
のワイヤレスアクセス技術の信号を検知する間、休止するように構成される請求項１に記
載の装置。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのサーチャは、単一のワイヤレス技術における搬送波、または２つ
以上のワイヤレス技術における搬送波の少なくともいずれか１つに関して、異なるワイヤ
レスキャリア周波数でエネルギーを測定することを含むことによって、前記１つまたは複
数のワイヤレスアクセス技術の信号を検知するように構成される請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の信号を検知することは、受信された信
号を少なくとも１つの参照データと互いに関係付けることを含む請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記参照データは、少なくとも１つのスクランブル符号を備える請求項７に記載の装置
。
【請求項９】
　前記第１の回路部分は、
　受信された信号を復調するように構成された復調器と、
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術に関するさらなる情報を復号するように
構成された復号器と
　を含む請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記第１の回路部分は、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するため
に使用されるベースバンドプロセッサをさらに備える請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ベースバンドプロセッサは、プロセッサ、メモリ、および論理ハードウェアの１つ
または複数を含む請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記論理ハードウェアは、ワイヤレスアクセス技術のうちの部分集合を検知することを
含むタスクの部分集合を処理するように構成される請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記第１の回路部分は、前記第１の回路部分に検知タスクを周期的に実行させる際に使
用するための少なくとも１つのリアルタイムクロック領域タイマを含む請求項１に記載の
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装置。
【請求項１４】
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作する請求項１に記載の
装置。
【請求項１５】
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、同等の機能を実行する際に、前記１つまたは
複数の第２の構成要素よりも少ないエネルギーを消費するように構成される請求項１４に
記載の装置。
【請求項１６】
　前記モバイルデバイスは、アクセス端末装置を備える請求項１に記載の装置。
【請求項１７】
　複数のワイヤレスアクセス技術をサポートするモバイルデバイスにおいて使用するため
の方法であって、
　先行する検知された情報に基づいて、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の
探索リストを拡大する、または切り詰めるように前記リストを変更し、さらに前記リスト
を並べ替えること、
　前記モバイルデバイス内の第２の回路部分が動作する、より高い電力レベルよりも低い
電力レベルで動作するように構成された第１の回路部分を使用して、多くとも前記モバイ
ルデバイスによってサポートされるすべてのワイヤレスアクセス技術のワイヤレス信号を
前記探索リストに基づいて探索すること、ここにおいて、前記第２の回路部分は、前記モ
バイルデバイスによってサポートされるすべてのワイヤレスアクセス技術の信号を受信し
復号するように構成される、および
　前記探索の間、前記モバイルデバイスによってサポートされるすべてのワイヤレスアク
セス技術のうちの任意の前記ワイヤレスアクセス技術の信号が検知されると、前記第２の
回路部分を起動するように構成された起動トリガを発行すること、
　ここにおいて、前記起動トリガは、電力節約状態から前記検知された信号を復号するた
めに前記より高い電力レベルへ前記第２の回路部分を遷移する、を備える方法。
【請求項１８】
　前記ワイヤレスアクセス技術の受信された信号をバッファリングすること、および
　前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分のうちの１つの回路の時間領域とは独
立した時間領域内で、前記バッファリングされた、受信された信号を非リアルタイム処理
することをさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれか１つを含む
請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　所定の周期性で前記第１の回路部分を休止状態またはアイドル状態のいずれか１つから
周期的に起動して、前記ワイヤレスアクセス技術を検索することをさらに備え、前記周期
性は、固定または可変のいずれかである請求項１７に記載の方法。
【請求項２１】
　前記第１の回路部分が１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を前記探索することを
実行する期間中、前記第２の回路部分の一次トランシーバを休止させるように構成するこ
とをさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２２】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することは、単一のワイヤレス技
術における搬送波、または２つ以上のワイヤレス技術における搬送波の少なくともいずれ
か１つに関して、異なるワイヤレスキャリア周波数でエネルギーを測定することを含む請
求項１７に記載の方法。
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【請求項２３】
　前記ワイヤレスアクセス技術を探索することは、受信された信号を少なくとも１つの参
照データと互いに関係付けることを含む請求項１７に記載の方法。
【請求項２４】
　前記参照データは、少なくとも１つのスクランブル符号を備える請求項２３に記載の方
法。
【請求項２５】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を復調すること、およ
び
　前記復調された信号を復号して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術に関す
るさらなる情報を特定することをさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２６】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するために前記第１の回路部分の
ベースバンドプロセッサを使用することをさらに備える請求項１７に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ワイヤレスアクセス技術を探索することは、ワイヤレスアクセス技術のうちの部分
集合を検知することを含むタスクの部分集合を処理することを含む請求項１７に記載の方
法。
【請求項２８】
　所定の周期性で前記ワイヤレスアクセス技術を探索することをさらに備え、前記周期性
は、固定または可変のいずれかである請求項１７に記載の方法。
【請求項２９】
　前記モバイルデバイスは、アクセス端末装置を備える請求項１７に記載の方法。
【請求項３０】
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作する請求項１７に記載
の方法。
【請求項３１】
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、同等の機能を実行する際に、前記１つまたは
複数の第２の構成要素よりも少ないエネルギーを消費するように構成される請求項３０に
記載の方法。
【請求項３２】
　任意の前記ワイヤレスアクセス技術の信号が検知されると、前記第２の回路部分を起動
するように構成された起動トリガを発行するための手段をさらに備える請求項１に記載の
装置。
【請求項３３】
　前記ワイヤレスアクセス技術の受信された信号をバッファリングするための手段と、
　前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分のうちの１つの回路の時間領域とは独
立した時間領域内で、前記バッファリングされた、受信された信号を非リアルタイム処理
するための手段と
　をさらに備える請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれか１つを含む
請求項１に記載の装置。
【請求項３５】
　所定の周期性で前記第１の回路部分を休止状態またはアイドル状態のいずれか１つから
周期的に起動して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検索するための手段
をさらに備え、前記周期性は、固定または可変のいずれかである請求項１に記載の装置。
【請求項３６】
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　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を復調するための手段
と、
　前記復調された信号を復号して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術に関す
るさらなる情報を解読するための手段と
　をさらに備える請求項１に記載の装置。
【請求項３７】
　前記第１の回路部分は、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するため
に使用されるベースバンドプロセッサを備える請求項１に記載の装置。
【請求項３８】
　所定の周期性で前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索するための手段を
さらに備え、前記周期性は、固定または可変のいずれかである請求項１に記載の装置。
【請求項３９】
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作する請求項１に記載の
装置。
【請求項４０】
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、同等の機能を実行する際に、前記１つまたは
複数の第２の構成要素よりも少ないエネルギーを消費するように構成される請求項３９に
記載の装置。
【請求項４１】
　前記モバイルデバイスは、アクセス端末装置を備える請求項１に記載の装置。
【請求項４２】
　コンピュータに、先行する検知された情報に基づいて、１つまたは複数のワイヤレスア
クセス技術の探索リストを拡大する、または切り詰めるように前記リストを変更し、さら
に前記リストを並べ替えることを行わせるためのコードと、
　コンピュータに、モバイルデバイスの一次無線トランシーバを含む第２の回路部分の電
力レベルより低い電力レベルで動作するように構成された第１の回路部分を使用して、多
くとも前記モバイルデバイスによってサポートされるすべてのワイヤレスアクセス技術の
うちの前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術のワイヤレス信号を前記探索リスト
に基づいて探索させるためのコードと、
　前記モバイルデバイスによってサポートされるすべてのワイヤレスアクセス技術のうち
の前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の少なくとも１つの所定のワイヤレスア
クセス技術が検知されると、コンピュータに、前記第２の回路部分を起動するように構成
された起動トリガを発行させるためのコードと
　を備えるコンピュータ可読媒体。
【請求項４３】
　　コンピュータに、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を
バッファリングさせるためのコードと、
　コンピュータに、前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分における非リアルタ
イムプロセッサ以外の回路の少なくとも１つの回路の時間領域とは独立した時間領域内で
、前記バッファリングされた、受信された信号を、前記非リアルタイムプロセッサにおい
て、非リアルタイム処理させるためのコードと
　をさらに備える請求項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４４】
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれか１つを含む
請求項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４５】
　コンピュータに、所定の周期性で前記第１の回路部分をアイドル状態または休止状態の
いずれか１つから周期的に起動して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検
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索するようにさせるためのコードをさらに備え、前記周期性は、固定または可変のいずれ
かである請求項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４６】
　前記第１の回路部分が１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を前記探索することを
実行する期間中、前記第２の回路部分の前記一次無線トランシーバを休止させるように構
成するためのコードをさらに備える請求項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４７】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索するためのコードは、単一のワイ
ヤレス技術における搬送波、または２つ以上のワイヤレス技術における搬送波の少なくと
もいずれか１つに関して、異なるワイヤレスキャリア周波数でエネルギーを測定するため
のコードを含む請求項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４８】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索するためのコードは、受信された
信号を少なくとも１つの参照データと互いに関係付けるためのコードを含む請求項４２に
記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項４９】
　前記参照データは、少なくとも１つのスクランブル符号を備える請求項４８に記載のコ
ンピュータ可読媒体。
【請求項５０】
　コンピュータに、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を復
調させるためのコードと、
　コンピュータに、前記復調された信号を復号して、前記１つまたは複数のワイヤレスア
クセス技術に関するさらなる情報を解読させるためのコードと
　をさらに備える請求項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５１】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するために前記第１の回路部分の
ベースバンドプロセッサを使用するためのコードをさらに備える請求項４２に記載のコン
ピュータ可読媒体。
【請求項５２】
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索するためのコードは、ワイヤレス
アクセス技術のうちの部分集合を検知することを含むタスクの部分集合を処理するための
コードを含む請求項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５３】
　コンピュータに、所定の周期性で前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索
させるためのコードをさらに備え、前記周期性は、固定または可変のいずれかである請求
項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５４】
　前記モバイルデバイスにアクセス端末装置をサポートさせるコードをさらに備える請求
項４２に記載のコンピュータ可読媒体。
【請求項５５】
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作する請求項４２に記載
のコンピュータ可読媒体。
【請求項５６】
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、同等の機能を実行する際に、前記１つまたは
複数の第２の構成要素よりも少ないエネルギーを消費するように構成される請求項５５に
記載のコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本開示は、一般に、ワイヤレスアクセス技術の低電力センシングのための装置および方
法に関し、より具体的には、様々なＲＡＴの１つまたは複数からの信号を検出するため、
および／または獲得するため、さらにモバイルデバイス内の他の、より高い電力の領域に
検出を伝えるために動作可能なモバイルデバイスにおける低電力手段を使用して、様々な
ワイヤレスアクセス技術または無線アクセス技術（ＲＡＴ）を検知すること、または探索
することに関する。
【背景技術】
【０００２】
（優先権の主張）
　本特許出願は、２００９年６月１９日に出願され、本特許出願の譲受人に譲渡され、さ
らに参照により本明細書に明確に組み込まれている「Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ａｎｄ　Ｍｅ
ｔｈｏｄｓ　ｆｏｒ　Ｌｏｗ　Ｐｏｗｅｒ　Ｓｅｎｓｉｎｇ　ｏｆ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａ
ｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍｓ」という名称の米国特許仮出願第６１／２１８，５５２号の優
先権を主張するものである。
【０００３】
　モバイル通信デバイスなどの、いくつかのワイヤレスデバイスにおいて、充電から充電
までの間に長いサービスを提供するために、バッテリエネルギーを効率的に利用すること
が望ましい。特定のワイヤレスデバイスにおいて、それらのデバイス内の回路の少なくと
も一部分が、それらのデバイスが能動的に受信している、または送信している短い期間に
わたってオンにされ、アイドル期間中、または休止サイクル中にエネルギーを消費する回
路の少なくとも一部が、オフにされることが可能である。エネルギー節約を最大化するた
めに、そのようなデバイスがオンにされる時間を最小化することが望ましい。
【０００４】
　さらに、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）技術（例えば、ＷＣＤＭＡ
（登録商標）、ＷｉＭＡＸ、ＵＭＢ、ＣＤＭＡ２００、ＩＳ－９５、ＬＴＥ（登録商標）
など）などの様々な無線エリア技術（ＲＡＴ）を利用するユーザ機器（ＵＥ）、アクセス
端末装置（ＡＴ）、または他のモバイルデバイスを提供することが知られている。特定の
ロケーションにおけるモバイルデバイスが利用できるネットワークサービスの現在の状態
に依存して、利用できないＲＡＴに関して、これらのネットワークを使用して送受信する
能動回路の電源を投入することは、不必要である。このため、そのような知られている技
術は、存在しない特定のＲＡＴの検出のための能動回路または一次回路に電源を投入する
ことによって、不必要な電力使用につながる。したがって、モバイル通信デバイスが、特
定のＲＡＴに関してサービスエリアの外に存在する場合、エネルギーを節約するためにそ
のようなＲＡＴに要求されないデバイス内の回路の部分をシャットダウンすることが望ま
しい可能性がある。しかし、ネットワーク条件またはモバイルロケーションが変化するに
つれ、特定のＲＡＴが現在、利用可能であるかどうかを定期的に確認する、または検知す
ることも望ましく、このため、知られているシステム内の一次回路に電源を投入すること
が要求される。したがって、特に、いくつかのＲＡＴが利用可能でない事例において、検
知のための能動回路または一次回路の使用に関してエネルギーを節約する、モバイルデバ
イスによる様々なＲＡＴの、より低電力の検知が望ましい。
【発明の概要】
【０００５】
　或る態様において、モバイルデバイスにおいて使用するための装置が開示される。この
装置は、第１の電力レベルで動作可能な第１の回路部分を含み、第１の回路部分は、１つ
または複数のワイヤレスアクセス技術の信号を検知するように動作可能である少なくとも
１つの構成可能なサーチャを含む。また、この装置は、モバイルデバイス内の第１の回路
部分の第１の電力レベルより高い電力レベルで動作するように構成された第２の回路部分
も含む。
【０００６】
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　別の態様において、モバイルデバイスにおいて使用するための方法が開示される。この
方法は、モバイルデバイス内の第２の回路部分の電力レベルより低い電力レベルで動作す
るように構成された第１の回路部分を使用して、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技
術を探索することを含む。さらに、この方法は、その１つまたは複数のワイヤレスアクセ
ス技術のうち少なくとも１つの所定のワイヤレスアクセス技術が検知されると、第２の回
路部分を起動するように構成された起動トリガを発行することを含む。
【０００７】
　別の態様によれば、モバイルデバイスにおいて使用するための装置が開示される。この
装置は、モバイルデバイス内の第２の回路部分の電力レベルより低い電力レベルで動作す
るように構成された第１の回路部分を使用して、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技
術を探索するための手段を含む。また、この装置は、その１つまたは複数のワイヤレスア
クセス技術のうち少なくとも１つの所定のワイヤレスアクセス技術が検知されると、第２
の回路部分を起動するように構成された起動トリガを発行するための手段も含む。
【０００８】
　さらに別の一態様によれば、コンピュータ可読媒体を備えるコンピュータプログラム製
品が開示される。コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、モバイルデバイス内の第２
の回路部分の電力レベルより低い電力レベルで動作するように構成された第１の回路部分
を使用して、モバイルデバイスにおいて１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索
させるためのコードを含む。さらに、コンピュータ可読媒体は、その１つまたは複数のワ
イヤレスアクセス技術のうち少なくとも１つの所定のワイヤレスアクセス技術が検知され
ると、コンピュータに、第２の回路部分を起動するように構成された起動トリガを発行さ
せるためのコードも含む。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ワイヤレス通信システムの例を示す図。
【図２】モバイルデバイスにおいて使用するための本開示によるワイヤレスプラットフォ
ームを示すブロック図。
【図３】図２のワイヤレスプラットフォームの低電力パーティションを示すブロック図。
【図４】図２のワイヤレスプラットフォームの低電力パーティションの別の例を示すブロ
ック図。
【図５】図２のワイヤレスプラットフォームの低電力パーティションのさらに別の例を示
すブロック図。
【図６】モバイルデバイスにおいてワイヤレス技術を低電力検知するためにモバイルデバ
イスにおいて使用するための方法を示す流れ図。
【図７】モバイルデバイスにおいてワイヤレス技術を低電力検知するためにモバイルデバ
イスにおいて使用するための装置を示すブロック図。
【図８】モバイルデバイスにおいてワイヤレス技術を低電力検知するためにモバイルデバ
イスにおいて使用するための方法を示す流れ図。
【図９】モバイルデバイスにおいてワイヤレス技術を低電力検知するためにモバイルデバ
イスにおいて使用するための方法を示す別の流れ図。
【図１０】モバイルデバイスにおいてワイヤレス技術を低電力検知するためにモバイルデ
バイスにおいて使用するための方法を示すさらに別の流れ図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書で開示される装置および方法は、モバイルデバイス内の一次トランシーバと比
べて、より低い電力レベルで、またはより少ないエネルギーで動作するように構成された
低電力検知回路を提供することによって、アクセス端末装置（ＡＴ）などのワイヤレスデ
バイスが、場合に、エネルギー使用の最小化をもたらす。低電力検知回路は、一次トラン
シーバを使用することなしに、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の信号を検知す
ることができる。したがって、ＲＦワイヤレス信号を検知することは、より低電力の回路
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だけが活性で、ワイヤレスデバイスの能動的部分、つまり、より高い電力の部分（例えば
、一次トランシーバを実施する部分などの、ワイヤレス移動局モデム（ＭＳＭ）プラット
フォームまたはＭＳＭチップの能動的部分）を使用することなしに、実行されることが可
能であり、したがってエネルギーを節約する。
【００１１】
　本明細書で説明される技術は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多
元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交
ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネ
ットワークなどの様々なワイヤレス通信ネットワークのために使用されることが可能であ
ることに留意されたい。「ネットワーク」という用語と「システム」という用語は、しば
しば、互換的に使用される。ＣＤＭＡネットワークは、ユニバーサル地上無線アクセス（
ＵＴＲＡ）、ｃｄｍａ２０００などの無線技術を実施することが可能である。ＵＴＲＡは
、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））および低チップレート（ＬＣＲ）を含む
。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００標準、ＩＳ－９５標準、およびＩＳ－８５６標準
を範囲に含む。ＴＤＭＡネットワークは、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケ
ーションズ（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実施することが可能である。ＯＦＤ
ＭＡネットワークは、ウルトラモバイル帯域幅（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲ
Ａ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓ
ｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実施することが可能である。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、お
よびＧＳＭは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ）の一
部である。ロングタームイボリューション（ＬＴＥ）が、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴ
Ｓの来たるべきリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、およびＬ
ＴＥは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ（登録商標））という名
称の団体からの文書において説明される。ｃｄｍａ２０００は、「第３世代パートナーシ
ッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団体からの文書において説明される。
これらの様々な無線技術および無線標準は、当技術分野で知られている。
【００１２】
　図１を参照すると、これらの方法および装置が使用されることが可能な多元接続ワイヤ
レス通信システムの例が示されている。アクセスポイント１００（ＡＰ）が、１つのグル
ープが１０４および１０６を含み、別のグループが１０８および１１０を含み、さらなる
グループが１１２および１１４を含む複数のアンテナグループを含む。図１で、各アンテ
ナグループにつき２つだけのアンテナが示されているが、各アンテナグループにつき、よ
り多い、またはより少ないアンテナが利用されてもよい。アクセス端末装置１１６（ＡＴ
）が、アンテナ１１２および１１４と通信状態にあり、アンテナ１１２および１１４は、
ダウンリンク、つまり、順方向リンク１２０でアクセス端末装置１１６に情報を送信し、
アップリンク、つまり、逆方向リンク１１８でアクセス端末装置１１６から情報を受信す
る。アクセス端末装置１１２は、アンテナ１０６および１０８と通信状態にあり、アンテ
ナ１０６および１０８は、順方向リンク１２６でアクセス端末装置１２２に情報を送信し
、逆方向リンク１２４でアクセス端末装置１２２から情報を受信する。ＦＤＤシステムに
おいて、通信リンク１１８、１２０、１２４、および１２６は、通信のために異なる周波
数を使用することが可能である。例えば、順方向リンク１２０は、逆方向リンク１１８に
よって使用されるのとは異なる周波数を使用することが可能である。
【００１３】
　アンテナの各グループ、および／またはそれらのアンテナが通信するように設計された
区域は、しばしば、アクセスポイントのセクタと呼ばれる。或る態様において、アンテナ
グループはそれぞれ、アクセスポイント１００によって範囲に含まれる区域のセクタ内の
アクセス端末装置に通信するように設計される。アクセスポイント（ＡＰ）１００は、端
末装置と通信するために使用される固定局であることが可能であり、さらにアクセスポイ
ントと呼ばれる、ノードＢと呼ばれる、または他の何らかの用語で呼ばれることも可能で
ある。アクセス端末装置は、アクセス端末装置と呼ばれる、ユーザ機器（ＵＥ）と呼ばれ
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る、ワイヤレス通信デバイス、ワイヤレス通信端末装置、またはワイヤレス通信アクセス
端末装置と呼ばれる、あるいは他の何らかの用語で呼ばれることも可能である。
【００１４】
　１つだけの基地局またはＡＰ１００が図１に示されるが、それぞれのネットワーク技術
または無線アクセス技術に関するサービスをそれぞれ提供する複数の基地局（または複数
のＲＡＴ）が区域内に存在することが可能であることにさらに留意されたい。したがって
、或る特定の区域内のＡＴ、ＵＥ、またはモバイルデバイスは、区域内のＲＡＴのうち複
数のＲＡＴを検知し、さらに／またはそのようなＲＡＴで動作するように構成されること
が可能である。
【００１５】
　以下により詳細に説明されるとおり、本明細書で開示される装置および方法は、低電力
検知回路だけが活性で、そのような状態において要求されないデバイスの部分（例えば、
ワイヤレス移動局モデム（ＭＳＭ）プラットフォームまたはＭＳＭチップの能動的部分）
をシャットダウンすることによって、モバイルデバイスに関するエネルギー節約をもたら
す。それでも、サービス条件が変化するにつれ、あるいはモバイルデバイスが特定のＲＡ
Ｔに関するサービスエリアに入る、またはそのようなサービスエリアを出るにつれ、利用
可能なＲＡＴの少なくともいくらかの定期的探索が望ましい。したがって、本開示は、ワ
イドエリアネットワーキング（ＷＷＡＮ）信号またはローカルエリアネットワーキング（
ＬＡＮ）信号を探索し、獲得することができ、さらにネットワーキング信号を検出するこ
とに成功すると、一次トランシーバを起動することができる低電力検知回路も提示する。
一次トランシーバは、ＲＦ回路およびベースバンド回路を含み、さらに、いくつかの例と
して、ＷＣＤＭＡ、ＷｉＭＡＸ、ＬＴＥ、ＵＭＢ、ＣＤＭＡ２０００およびＩＳ－９５を
含むＷＷＡＮ標準などの、１つまたは複数の様々なＲＡＴ標準を実施することができる。
また、モバイルデバイス内のトランシーバは、ＷｉＦｉなどの１つまたは複数の様々なＬ
ＡＮ標準を実施すること、あるいはＦｅｍｔｏセルおよびＡｔｔｏセルなどのＷＡＮ標準
を使用してホームデバイスと通信することができるＲＦ回路を含むことも可能である。
【００１６】
　或る態様において、低電力検知回路は、関心対象の１つまたは複数の周波数帯域のため
、およびベースバンド処理のための無線周波数（ＲＦ）受信チェーンを含む。低電力ベー
スバンド処理は、１つまたは複数のワイヤレス標準を探索するように動作可能である構成
可能なサーチャ、およびコントローラ（例えば、ＤＳＰまたはＡＲＭプロセッサ）を実施
するように構成される。低電力検知回路は、固定の周期で、または可変の周期で周期的に
活性化される、または起動されることが可能である。さらに、低電力検知回路の起動周期
（つまり、デューティサイクル）は、検知のための起動持続時間と比べて長い期間である
ように構成されることが可能である。このことは、エネルギー使用を低減することによっ
て、ワイヤレスデバイスに関するスタンバイ時間の点で相当な向上につながる可能性があ
る。活性化されるたびに、サーチャは、１つまたは複数の周波数帯域において１つまたは
複数のワイヤレス標準からのワイヤレス信号を探索するように構成される。成功した場合
、低電力検知回路は、検出の成功を示すトリガを一次トランシーバに送る。一次トランシ
ーバが低電力状態にある場合、一次トランシーバは、より高い電力状態に遷移するように
構成されることが可能である。一次トランシーバが、トリガを受け取った時点で、既によ
り高い電力状態にある場合、一次トランシーバは、トリガを無視することを選択すること
ができる。より高い電力状態において、一次トランシーバは、復調、復号、送信などの機
能を実行することが可能である。低電力検知回路と一次トランシーバは、いくつかの構成
要素が、場合により、低電力検知回路と一次トランシーバの間で共有されて、同一のチッ
プ、もしくはチップの同一のセットにおいて実施されてもよいことに留意されたい。低電
力検知回路、ならびに一次トランシーバからの共有される構成要素はすべて、同一の電力
領域内に存在することが可能である一方で、一次トランシーバの共有されない構成要素は
、プラットフォーム上の異なる電力領域内に存在することが可能である。
【００１７】



(11) JP 6359588 B2 2018.7.18

10

20

30

40

50

　一例において、図２は、図示されるとおり、１つのチップもしくはＡＳＩＣにおいて実
施されることも、代替として、複数のチップセットの間に分けられることも可能なワイヤ
レスクライアントプラットフォーム２００を示す。プラットフォーム２００は、図１のデ
バイス１１６または１２２などのモバイルワイヤレスデバイスにおいて使用されることが
可能である。プラットフォーム２００は、より低電力のハードウェア、より低電力のプロ
セッサ上で動作するソフトウェア、あるいはそのようなハードウェアとソフトウェアの組
合せとして実施可能である、より低電力の手段を使用して、異なる１つまたは複数のワイ
ヤレス技術および周波数を検知するための、より低エネルギーのワイヤレス検知パーティ
ションである第１の部分２０２を含む。
【００１８】
　また、プラットフォーム２００は、部分２０２と比べて、より高い電力レベルで動作す
る、より高エネルギーの処理パーティション２０４も含む。パーティション２０４は、プ
ラットフォーム２００において情報を受信するため、処理するため、および送信するため
に必要とされる１つまたは複数の無線機を実施する一次トランシーバ２０６、ならびにホ
スト処理２０８、メモリ２１０、カスタムロジック２１２などを含むことが可能である。
【００１９】
　低電力検知回路（例えば、部分２０２の少なくとも一部分）および一次トランシーバは
、図２に示されるとおり、同一のチップにおいて実施されても、あるいはチップの別々の
セットにおいて、ただし、いくつかの構成要素がそれらのセットの間で共有されて、実施
されてもよいことが企図される。或る態様において、パーティション２０２の検知回路は
、別個の電力領域において実施されることが可能である。別の態様において、一次トラン
シーバからのいくつかの共有される構成要素は、検知回路のいくつかの構成要素と同一の
電力領域内で実施され得る。この例を例示するものとして、図２は、共有されない、より
低エネルギーのサブパーティション２１４と、より高エネルギーのパーティション２０４
と構成要素を共有するように構成された、オプションの、共有される、より低エネルギー
のサブパーティション２１６とを示す。さらなる例として、パーティション２０２内の低
電力検知回路は、以下、すなわち、アナログ－ディジタル（Ａ／Ｄ）変換器、ディジタル
化されたサンプルメモリ、ハードウェアまたはソフトウェアとして実施されるサーチャデ
バイス、およびプロセッサなどのデバイスの１つまたは複数を含むことも可能である。し
かし、代替として、これらのデバイスの１つまたは複数が、低電力検知回路のために、よ
り低い電力で動作するように構成されることが可能であるが、一次受信機の、より高電力
の動作のためにも使用されるように十分な動作容量を備えて構成され、したがって、共有
されることも可能であることも企図される。この例において、低電力検知回路の共有され
る構成要素は、一次トランシーバからの共有される構成要素とともにすべて、図２に示さ
れるとおり、同一の電力領域（すなわち、同一の電力領域２０２内のパーティション２１
４および２１６）内に存在することが可能である一方で、一次トランシーバの共有されな
い構成要素は、プラットフォーム２００上の異なる電力領域（例えば、２０４）内に存在
することも企図される。
【００２０】
　起動信号および割込み（例えば、通信結合２１８を介する）は、リアルタイムクロック
（ＲＴＣ）領域によって供給されることが可能である。ＲＴＣ領域は、モバイルデバイス
が休止しており、一次トランシーバにおける通常の動作、または能動的動作のために使用
される、より高周波数で、より高い電圧で制御される水晶発振器（ＶＣＸＯ）クロックが
休止させられる場合に、より少ないエネルギーを使用して、動作しつづけることが可能な
、より低周波数のクロック（例えば、３２Ｈｚ）として、通常、実施される。例として、
ＲＴＣタイマが、固定周期で、または可変周期で、より低エネルギーのパーティション２
０２内の検知回路を周期的に活性化するのに使用されることが可能である。また、起動ト
リガが、一次トランシーバを起動するのに使用され得るＲＴＣ領域における割込みをトリ
ガするのに使用されることが可能である。システムがアウトオブサービスモードに入って
いる場合、より高電力の無線機は、それらの無線機が存在する電力領域においてシャット



(12) JP 6359588 B2 2018.7.18

10

20

30

40

50

ダウンされることが可能であり、検知回路だけが活性のままである。検知回路に関する起
動の周期は、デバイスの動作の持続時間全体にわたって一様に保たれることが可能である
。起動のそのような周期は、デバイスがシャットダウンされ、デバイスが再スタートされ
る場合、変更されることが可能である。検知回路のすべて、または検知回路の一部分（検
知回路を周期的に起動する必要があるタイマを備える構成要素などの）だけが、常に活性
であることが可能である。
【００２１】
　さらに、或る態様において、パーティション２０２によって実施されるサーチャは、可
能なすべてのＲＡＴではなく、可能なワイヤレス技術のサブセットを探索するように構成
されることが可能である。別の態様において、パーティション２０２によるワイヤレス信
号の検知または探索は、様々なワイヤレスキャリア周波数（異なるワイヤレス技術、また
は或る技術内の異なる帯域（例えば、異なる４つのＷＣＤＭＡ帯域を探索すること）に対
応することが可能な）におけるエネルギーを測定することを含むことが可能である。さら
に、検知すること、または探索することは、受信された信号を、スクランブル符号（単に
一例としてＷＣＤＭＡにおけるような）などの、格納された参照情報と互いに関係付ける
ことを含むことも可能である。
【００２２】
　また、さらなる態様において、より低電力のパーティション２０２が、一次トランシー
バによって、通常、実行される、ユーザ専用の信号を復調すること、および復号すること
をせずに、受信された信号の少なくとも一部分を復調し、復号して、識別子情報（例えば
、ネットワークもしくは送信機を識別する情報、またはタイミング情報、地理的情報その
他などの他の情報）などの、検知されたワイヤレスアクセス技術に関するさらなる情報を
解読する、または特定するように構成されることが可能であることも企図される。したが
って、パーティション２０２は、受信された信号からワイヤレス技術に関するさらなる情
報を解読する、または特定するように構成されたオプションの復調器および復号器２２０
を備えて示される。
【００２３】
　さらなる態様において、図３は、図２に示されるパーティション２０２のために使用さ
れることが可能な、より低エネルギーの、またはより低電力のパーティション３００の１
つの例示的な実施形態を示す。図示されるとおり、より低エネルギーの検知パーティショ
ン３００は、関心対象の１つまたは複数の周波数帯域ｋ（例えば、異なるワイヤレスアク
セス技術）に関するＫ個のワイヤレスＲＦアナログ受信チェーン３０２1～３０２Kと、少
なくとも、パーティション３００の、より低い電力で動作し、１つまたは複数のワイヤレ
スアクセス技術を探索する構成可能なサーチャを実施するように構成されたベースバンド
プロセッサ３０４とを含むことが可能である。或る態様において、低エネルギーパーティ
ションのディジタルベースバンド３０４は、ローカルプロセッサ３０６と、メモリ３０８
と、受信された信号を処理するための、アクセラレータなどのカスタムロジック３１０と
、そのようなタスクを実行する最小限のソフトウェアとを含む。このソフトウェアおよび
カスタムロジックは、ワイヤレス信号のサブセットに関して検知することなどの、タスク
の任意のサブセットを処理するように構成されることが可能である。より低電力のベース
バンド回路３０４は、１つまたは複数のワイヤレス標準を検知するために、構成可能なサ
ーチャ（例えば、少なくとも部分的に、カスタムロジック３１０によって実施される）、
およびプロセッサもしくはコントローラ（例えば、ＤＳＰまたはＡＲＭプロセッサ）を含
むように構成されることも可能である。或る態様において、メモリ３０８は、受信された
信号を知られている技術と互いに関係付ける際に使用するための、スクランブル符号（単
に一例としてＷＣＤＭＡにおけるような）などの、格納された参照情報を格納しているこ
とが可能である。
【００２４】
　別の態様において、ディジタルベースバンド３０４は、ワイヤレスアクセス技術の存在
を検知する、または検出するために、ＲＦチェーン３０２からの信号のちょうど十分な処
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理を実行するように構成されることが可能であり、したがって、結合２１８を介するトリ
ガが、より高電力のパーティション２０４を起動して、信号の実際の復調および復号を実
行するように送られることが可能である。さらに、或る態様において、ベースバンド３０
４は、より高エネルギーのパーティションが休止している間に、検知するタスクを周期的
に実行するようにパーティション３００を起動する少なくとも１つのＲＴＣ領域タイマ３
１２を含むことも可能である。
【００２５】
　漏れのより少ない、より低パフォーマンスのライブラリが、より高エネルギーのパーテ
ィション２０４（または別の例では、より低エネルギーのパーティション３００の他の部
分）などの他の回路と比較して、より低エネルギーのパーティション３００内のディジタ
ルベースバンド処理部分、もしくは他の部分、プロセス、または処理のために使用される
ことが可能であることに留意されたい。そのような、漏れのより少ないライブラリの例に
は、より低エネルギーのパーティション３００に関して使用される同一のプロセス技術に
おける、漏れのより少ない、より低速のトランジスタが含まれる。さらに、様々なＲＦチ
ェーンのためのＲＦ構成要素に関する、より複雑度の低い設計が、より緩い制約で使用さ
れることが可能であり、したがって、その設計が、より単純な実施形態で、より少ないエ
ネルギーしか要求せず、それによってさらに多くのエネルギーを節約することが企図され
る。例えば、ＲＦチェーンに関するＲｘと関係する非ディジタルベースバンド構成要素が
、より高エネルギー処理のための実施形態と比べて、より低いパフォーマンスプロセス技
術で実施されることが可能である。
【００２６】
　代替において、より低電力のパーティションにおける処理は、より低電力のパーティシ
ョン内、またはより高電力のパーティション内の他の時間領域とは独立の時間である非リ
アルタイムで生じることも可能である。したがって、図４は、図２に示されるパーティシ
ョン２０２のために使用されることが可能な、より低エネルギーの、またはより低電力の
パーティション４００の別の例示的な実施形態を示す。パーティション４００は、１つま
たは複数の特定のＲＡＴが存在するか否かを判定する際の、バッファリングされた、検知
された情報の低速の非リアルタイム処理を含むことが可能なパーティションの例である。
図４の番号を付けられた要素は、図２および図３に関連して前述した、同様に番号が付け
られた要素に対応し、これらの要素の説明は、簡明のため省略されていることに留意され
たい。
【００２７】
　図３のパーティション３００と同様に、より低電力のパーティション４００は、１つま
たは複数のワイヤレスアクセス技術を探索する構成可能なサーチャを生成するディジタル
ベースバンド処理４０２を含む。しかし、ディジタルベースバンド処理４０２は、ＲＦ受
信チェーン３０２の１つまたは複数によって受信されたＲＦ信号をバッファリングするよ
うに構成されたバッファ４０４を含む。バッファ４０４の中に一時的に格納された信号は
、次に、それらの信号を処理して、１つまたは複数のＲＡＴが存在するかどうかを判定す
ることができる非リアルタイムプロセッサ４０６に読み出される。非リアルタイムプロセ
ッサ４０６は、能動的ワイヤレス信号処理（例えば、パーティション２０４内のプロセッ
サ２０８による）に関する信号を処理して、非リアルタイム処理が、より高エネルギーの
領域（パーティション２０４）の動作と同時期に、または同時に、それでも、時間に無関
係に、または非同期で行われることが可能であるようにすることに留意されたい。
【００２８】
　さらに別の代替において、サーチャまたは探索／検知機能は、タスクが、過去の探索履
歴に基づいて並べ替えられる、または変更されることが可能であるように構成可能、また
は適合可能であり得る。このため、サーチャは、各起動期間中に異なるワイヤレス技術を
探索するように構成されることが可能であり、あるいは様々なワイヤレス技術に優先順位
が付けられて、サーチャがまず、第１の技術を探し、次に、第２の技術を探すといった具
合であることが可能である。さらに、タスクの並べ替え／変更は、基準信号に対する格付



(14) JP 6359588 B2 2018.7.18

10

20

30

40

50

けされたキャリア信号強度レベル、または格付けされた相関などの基準に基づくことも可
能である。したがって、図５は、図２に示される検知パーティション２０２のために使用
されることが可能な低エネルギーの、または低電力のパーティション５００のさらに別の
例示的な実施形態を示す。図５の特定の例において、ディジタルベースバンド処理５０２
は、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索する構成可能なサーチャを実施する
さらに別の例示的な変形形態である、適応エンジン５０４を含むことが可能である。一例
において、適応エンジン５０４は、ＲＡＴのリストを特定して検知するように構成された
、探索履歴メモリ５０８などのメモリと連携するタスクエンジン５０６を含むことが可能
である。さらに、タスクエンジン５０６は、検知されるべき様々なＲＡＴを追加する、ま
たは削除するようにリストを適応的に変更することが可能であり、さらにいずれのＲＡＴ
が先行して検知されているかなどの、先行する検知された情報に基づくことも可能である
。
【００２９】
　さらに、タスクエンジン５０６は、所定のメトリックに基づいて探索タスクに順序付け
する、または優先順位を付けるように構成されることが可能である。例えば、エンジン５
０６は、例えば、先行する検知されたＲＡＴに基づいて、ワイヤレスアクセス技術に順序
付けする、または以前に設定された順序付けを並べ替えるように構成されることが可能で
ある。この機能を実施するために、適応エンジンは、例示される探索履歴メモリ５０８、
または同等のメモリを使用して、探索されるワイヤレスアクセス技術、ならびにそれらの
技術がパーティション５００によって探索される順序を常に把握していることが可能であ
る。さらに、メモリ５０８と連携したタスクエンジン５０６は、先行する検知された情報
を使用して、探索すべきワイヤレスアクセス技術のリストを特定するように構成されるこ
とが可能である。所定のメトリックは、信号強度、または信号相関の度合いを含むことも
可能である。
【００３０】
　図３～図５の装置は、複数のワイヤレスＲＦチェーン３０２を示すものの、１つのＲＦ
チェーンもしくはＲＦチェーンロジックが利用されて、このＲＦチェーンが複数の異なる
ＲＡＴを検知するために共有されることも可能であることに留意されたい。つまり、単一
のＲＦチェーン３０２が、異なる２つ以上のＲＡＴを検知するように再使用され得るよう
に構成可能であり得る。
【００３１】
　さらに、或る態様において、低電力回路の回路の少なくとも一部分（例えば、２０２、
３００、４００、または５００）は、より高電力の回路（例えば、パーティション４００
）の構成要素と比べて、漏れのより少ない設計ライブラリの構成要素を備えて構成される
ことが可能であることに留意されたい。別の態様において、低電力回路（２０２、３００
、４００、または５００）は、より高電力のパーティション２０４内の１つまたは複数の
第２の構成要素を備えて実施される部分と機能的に同等である１つまたは複数の第１の構
成要素を備えて実施される、いくつかの部分を少なくとも有することが可能であり、第１
の構成要素は、第２の構成要素と比べて、より低速で、またはより少ない漏れで動作する
ことに留意されたい。例えば、第１の構成要素は、前述したとおり、漏れのより少ないラ
イブラリを備えて実施されることが可能である。そのような機能の例には、復号、復調、
および信号処理が含まれることが可能である。
【００３２】
　さらに、第１の構成要素は、第２の構成要素によって実行される同一の機能、または同
一のタスクを実行するのに、より少ないエネルギーを消費するように構成されることが可
能であることに留意されたい。このため、例えば、より低エネルギーのパーティション内
の様々な構成要素（２０２、３００、４００、または５００）は、より高エネルギーのパ
ーティション２０４内でも実行され得る同一のタスクを実行する、より低エネルギーの、
または漏れのより少ないライブラリを備えて実施される。したがって、漏れのより少ない
ライブラリは、より低速のパフォーマンスを有するものの、様々なタスクに関するパフォ
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ーマンスに関してタイミングがクリティカルではない場合、これらのタスクは、より大き
い電力節約のために、より低エネルギーのパーティションによって実行されることが可能
である。これらの同一のタスクのパフォーマンスがタイムクリティカルになる可能性があ
る場合の例では、実行は、より高速のパフォーマンス特性を有する、より高エネルギーの
パーティション構成要素に切り換えられることも可能である。
【００３３】
　図６は、ワイヤレスアクセス技術を検知する際にモバイルデバイスにおいてエネルギー
使用を低減するのに使用されることが可能である例示的な方法を示す。図示されるとおり
、方法６００は、ブロック６０２に示されるとおり、モバイルデバイス内の第２の回路部
分（例えば、図２の、より高エネルギーの処理パーティション２０４などの、能動回路ま
たは一次トランシーバ）と比べて、より低い電力レベルで動作するように構成された第１
の回路部分（例えば、パーティション２０２、３００、４００、または５００などの休止
モードまたはアイドルモードの回路）を使用して、１つまたは複数のワイヤレスアクセス
技術を探索することを含む。ブロック６０２で、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技
術の探索または検知が実行された後、フローは、ブロック６０４に進み、それらのワイヤ
レスアクセス技術の１つまたは複数の技術からの少なくとも１つの信号が検出されると、
第２の回路部分を起動するように構成されたトリガ信号が、第１の回路部分によって生成
される。
【００３４】
　さらなる例において、第１の回路部分が、ブロック６０２における探索の後、ワイヤレ
ス技術を検出しなかった場合、第１の回路は、休止させられ、その後、いくらかの所定の
周期（可変または固定の）の後に、ブロック６０２で検知することを再び開始するように
起動させられる。別の態様において、検知する回路部分、つまり、第１の回路部分は、固
定周期または可変周期で周期的に活性化されることが可能である。各活性化の後、検知回
路は、１つまたは複数の周波数帯域における１つまたは複数のワイヤレス技術からのワイ
ヤレス信号を探索するように動作可能である。成功した場合、検知回路は、一次トランシ
ーバを含む能動回路に、検出の成功を示すトリガ信号を送信する。能動回路が低電力状態
にある場合、能動回路は、そのトリガを受信すると、より高い電力状態に遷移するように
構成されることが可能である。能動回路が、そのトリガを受信した時点で、既により高い
電力状態にある場合、能動回路は、そのトリガを無視することを選択するように、あるい
は、一次トランシーバにおいて、現在、復調／復号され、能動回路によって処理されてい
る技術とは異なる場合、別のワイヤレスアクセス技術の検知を登録するのに、そのトリガ
を使用するように構成されることが可能である。より高い電力状態において、一次トラン
シーバは、復調および復号だけでなく、送信などの他の機能を実行することも可能である
。
【００３５】
　図７は、モバイルデバイスにおけるワイヤレス技術の低電力検知のためにモバイルデバ
イスにおいて使用するための装置７００のブロック図を示す。一例において、装置７００
は、図２のプラットフォームにおけるパーティション２０２（または図３～図５に提示さ
れるそのようなパーティションの変形形態）などの、チップセットまたはプラットフォー
ムにおける低電力パーティションとして実施されることが可能である。装置７００は、モ
バイルデバイス内の第２の回路部分と比べて、より低い電力レベルで動作するように構成
された第１の回路部分を使用して、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索する
ため、または検知するための手段７０２を含む。手段７０２は、受信されたワイヤレスＲ
Ｆ信号を介して、これらの技術を検知し、このため、これらのワイヤレス信号の受信を表
すアンテナ入力が示される。
【００３６】
　或る態様において、手段７０２は、低電力パーティション２０２、３００、４００、ま
たは５００によって、より詳細には、開示されるワイヤレスＲＦチェーン３０２、および
共有されない、より低エネルギーのサブパーティション２１４、またはディジタルベース
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バンド処理（例えば、３０４、４０２、または５０２）によって実施されることが可能で
ある。別の態様において、手段７０２は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア
、または以上の任意の組合せを介して実施されることが可能である。或る例において、手
段７０２は、前述した様々な異なる構成において１つまたは複数のワイヤレス技術を探索
するように構成され得る構成可能なサーチャを生成する。また、装置７００は、手段７０
２による少なくとも１つのワイヤレスアクセス技術の特定を、装置７００内の他の手段に
通信することなどの、装置７００内の他の手段またはデバイスへの情報の通信を例示する
、通信バス、または同等に機能するデバイスなどの、通信結合７０４も備えて示される。
【００３７】
　装置７００は、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術からの少なくとも１つの信号
が手段７０２によって検出されると、第２の回路部分（例えば、図２の、より高エネルギ
ーの処理パーティション２０４）を起動するように構成されたトリガ信号を生成するため
の手段７０４をさらに含む。或る態様において、手段７０４は、低電力パーティション２
０２、３００、４００、または５００によって、より詳細には、開示される、共有されな
い、より低エネルギーのサブパーティション２１４、またはディジタルベースバンド処理
（例えば、３０４、４０２、または５０２）によって実施されることが可能である。別の
態様において、手段７０２は、ハードウェアを介して、ソフトウェアを介して、ファーム
ウェアを介して、あるいは先に開示された１つまたは複数の要素３０６、３１８、３１０
、および３１２の組合せを介するなど、ハードウェアとソフトウェアとファームウェアの
任意の組合せを介して実施されることが可能である。
【００３８】
　やはり図７に示されるのが、装置７００が、プロセッサ７０８と、プロセッサ７０８に
よって実行可能な命令を格納するためのメモリ７１０とを含むことが可能な代替の構成で
ある。プロセッサ７０８は、ワイヤレスアクセス技術を検知すること、または特定するこ
と、および起動トリガが一次トランシーバに送られるようにすることなどの、装置７００
内の様々な手段を支援する様々な機能を実行するように構成されることが可能である。装
置７００は、第２の能動回路部分と比べて、より低い電力で動作可能な第１の回路部分と
して実施されることが可能であることに留意されたい。さらに、それらの様々なモジュー
ルは、第１の回路部分においてエネルギーを節約するようにアイドルモードまたは休止モ
ードを実施するようにさらに動作可能であり得る。
【００３９】
　図８は、モバイルデバイスにおけるワイヤレス技術の低電力検知のためにモバイルデバ
イスにおいて使用するための別の例示的な方法８００の流れ図である。検知タスクを開始
すると（すなわち、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索する周期的開始）、
フローは、ブロック８０２に進む。ブロック８０２で、モバイルデバイス内の第２の回路
部分と比べて、より低い電力レベルで動作するように構成された第１の回路部分を使用し
て、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の探索が実行される。次に、フローは、判
定ブロック８０４に進み、ワイヤレスアクセス技術が検出されたかどうかが判定される。
技術が検出された場合、フローは、ブロック８０６に進み、第２の回路部分の起動をトリ
ガすることが開始される。第２の回路が既に活性である場合、トリガは、単に、新たな検
知された情報が利用できることを第２の回路に知らせるだけであることが可能であること
に留意されたい。
【００４０】
　他方、ブロック８０４で技術が検出されなかった場合、フローは、別の判定ブロック８
０８に進み、探索リストが空であるかどうかが判定される。探索リストは、ワイヤレスデ
バイスが探索するように構成されている所定のワイヤレスアクセス技術のリストである。
このリストは、予め決められ、所定の順序になっており、さらにローカルメモリ１０８な
どのメモリの中に格納されていることが可能であり、あるいは後段で説明されるとおり、
適合可能である、特定可能である、または可変であることも可能である。ブロック８０８
における判定により、リストが空である場合、このことは、リストの中のワイヤレスアク
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セス技術のそれぞれを検知しようとする試みが行われた（このため、リストが尽きて空に
なった）ことを示し、検知タスクは、終了する。
【００４１】
　しかし、ブロック８０８における判定により、リストが尽きていない場合、フローは、
ブロック８１０に進む。ブロック８１０で、所定の順序に基づき、探索すべき１つまたは
複数のワイヤレスアクセス技術の次の技術の選択。次に、フローは、ブロック８０２に進
み、選択された次のワイヤレスアクセス技術が探索され、ブロック８０４で、その技術が
存在するかどうかの判定。
【００４２】
　図９は、信号がバッファリングされ、非リアルタイムで処理され得る、モバイルデバイ
スにおけるワイヤレス技術の低電力検知のためにモバイルデバイスにおいて使用するため
の別の方法９００の別の流れ図である。検知タスクの開始の後、フローは、ブロック９０
２に進み、ワイヤレスアクセス技術の探索リストの中の所定の順序に基づいて、探索すべ
き最初の１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の選択。ブロック９０２における選択
の後、ブロック９０４に示されるとおり、モバイルデバイス内の第２の回路部分と比べて
、より低い電力レベルで動作するように構成された第１の回路部分（例えば、２０２また
は４００）を使用して、１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術からの信号が受信され
る。それらの信号が受信された後（またはブロック９０４で、それらの信号が受信される
につれ）、それらの信号は、ブロック９０６によって示されるとおり、バッファリングさ
れる。
【００４３】
　次に、それらのバッファリングされた信号は、非リアルタイム処理されて、判定ブロッ
ク９０８において示されるとおり、非リアルタイム処理の後に、その特定のワイヤレスア
クセス技術が存在するかどうかが判定される。その特定のワイヤレスアクセス技術が検出
されなかった場合、フローは、判定ブロック９１２に進み、探索リストが空であるかどう
かが判定される。リストが尽きていない場合、フローは、ブロック９１４に進み、リスト
の中の１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の次の技術を選択し、ワイヤレス信号の
さらなる受信のためにブロック９０４に戻る。他方、リストが尽きている場合、タスクは
、終了する。
【００４４】
　ブロック９１０における判定により、ワイヤレスアクセス技術が検出された場合、次に
、フローは、ブロック９１６に進み、第２の回路部分の起動が開始される。第２の回路が
既に活性である場合、トリガは、単に、新たな検知された情報が利用できることを第２の
回路に知らせるだけであることが可能である。
【００４５】
　図１０は、ワイヤレスアクセス技術の適応的な検知の使用を介して、モバイルデバイス
におけるワイヤレス技術の低電力検知のためにモバイルデバイスにおいて使用するための
方法１０００のさらに別の流れ図である。開始の後、フローは、ブロック１００２に進み
、ワイヤレスアクセス技術の検索リストが、先行する検知された情報に基づいて特定され
、順序付けられる（または、デバイスへの電源投入の直後などの、先行する検出された情
報が全く利用できない場合、最初に特定され、順序付けられる）。さらに、ブロック１０
０２のプロセスは、リストを拡大する、または切り詰めるようにリストを変更し、さらに
、必要な場合、先行する検知された情報を使用してリストを並べ替えることを含むことが
可能である。
【００４６】
　探索リストの特定および／または順序付けの後、フローは、ブロック１００４に進み、
ブロック１００２におけるプロセスから特定された順序に基づいて、１つまたは複数のワ
イヤレスアクセス技術の第１の技術が、探索されるように選択される。次に、フローは、
モバイルデバイスにおける第２の回路部分と比べて、より低い電力レベルで動作するよう
に構成された第１の回路部分を使用して、選択されたワイヤレスアクセス技術の１つまた
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は複数からの信号を受信するプロセスが関与するブロック１００６に進む。或る態様にお
いて、受信の後、選択された１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の検出が、リアル
タイムで、または非リアルタイムで実行されることが可能であることに留意されたい。
【００４７】
　受信された信号からの検知された情報は、ブロック１００８によって示されるとおり、
格納のためにフィードバックされることが可能であることに留意されたい。この格納され
た情報は、ブロック１００２のリスト特定が、ブロック１００８で実行される格納からの
、先行する検知された情報に適応して変形される、または変更される適応的な検知を可能
にするように使用されることが可能である。
【００４８】
　さらに、ブロック１００６のプロセスの後、フローは、判定ブロック１０１０に進み、
その特定のワイヤレスアクセス技術が検知されている、または検出されているかどうかが
判定される。検知も検出もされていない場合、フローは、判定ブロック１０１２に進み、
探索リストが空であるかどうかが判定される。探索リストが空であり、リストの中のすべ
てのワイヤレスアクセス技術が検出されるように試みられたことが示される場合、方法１
０００によって実行される検知タスクは、終了する。探索リストが空ではない場合、プロ
セスは、ブロック１０１４に進み、特定された順序（ブロック１００２において以前に特
定された）に基づいて、その１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の次の技術が選択
され、その後、プロセスは、選択されたワイヤレスアクセス技術のその後の探索のために
ブロック１００６に戻る。
【００４９】
　ブロック１０１０で、或るワイヤレスアクセス技術が検出された場合、次に、フローは
、ブロック１０１６に進むことが可能である。ブロック１０１６で、第２の回路部分（例
えば、一次トランシーバ）のトリガ起動の発行が実行される。第２の回路が既に活性であ
る場合、トリガは、単に、新たな検知された情報が利用できることを第２の回路に知らせ
るだけであることが可能である。ブロック１０１６でトリガが発行された後、方法１００
によって実施される検知タスクは、終了する。
【００５０】
　図６、および図８～図１０に示される方法は、単一回の動作として示されるものの、検
知タスク、および付随するプロセスは、所定のとおりワイヤレスアクセス技術を検知する
ことを続けるように、周期的に繰り返されてもよいものと理解されることに留意されたい
。さらに、方法６００、８００、９００、または１００の終了の後、第１の、より低電力
の回路部分は、電力を節約するように休止モードまたはアイドルモードに入れられて、そ
の後、検知タスクを再び実行するように固定周期または可変周期で起動される、または活
性にされることも可能である。
【００５１】
　以上の説明に鑑みて、本開示は、ＷＡＮ技術およびＬＡＮ技術を含め、１つまたは複数
のワイヤレスアクセス技術に関するワイヤレス信号の、より低電力の探索または検知を可
能にする方法および装置を提供することが理解され得る。このため、プラットフォームの
、より低いエネルギー部分は、低電力で検知を実行することが可能であるのに対して、プ
ラットフォームの、より高いエネルギー部分は、休止し、より大きい電力節約をもたらす
。また、より低電力のパーティション（例えば、２０２）は、受信された信号からワイヤ
レス技術に関するさらなる情報を解読する、または特定する復調器および復号器を含むこ
とが可能であることも企図される。さらに、本明細書で開示される装置および方法は、低
エネルギーページングサポート（低エネルギーページングの例は、２００８年５月１９日
に出願され、参照により本明細書に組み込まれている、Ｋｏｈｌｍａｎｎ他による米国特
許出願第１２／１５２，９１１号において説明されている）を提供するのに使用され得る
ことも企図される。
【００５２】
　以上の説明から、開示される方法および装置は、特定のシステムがアウトオブサービス
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モードに入っている場合、一次トランシーバなどの、より高電力の無線機は、それらの無
線機が存在する電力領域においてシャットダウンされることが可能であり、より低電力の
検知回路だけが自分自身の休止またはアイドルモードで動作可能のままであるようにする
ことが認識され得る。検知回路に関する起動の周期は、デバイスの動作の持続時間全体に
わたって一様に保たれるかまたは変えられることが可能である。また、起動の周期は、デ
バイスがシャットダウンされ、デバイスが再スタートされる場合、変更されることが可能
である。検知回路のすべて、または検知回路の一部分（検知回路を周期的に起動するタイ
マ（例えば、ＲＴＣタイマ）を備える構成要素などの）だけが、常に活性であることが可
能である。したがって、前述の装置および方法は、ワイヤレスアクセス技術を検知するの
に起動された一次トランシーバを使用するのではなく、より低電力の検知回路を使用して
、それらの技術の存在を検知することによって、知られている方法に優る、より大きい電
力節約を可能にすることが、当業者には認識されよう。より低電力の回路が休止モードま
たはアイドルモードに入れられ、検知タスクを実行するように周期的に起動されることが
さらに可能であることは、さらにより大きい電力節約を実現する。
【００５３】
　開示されるプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、単に、例示的なアプ
ローチの例であるものと理解される。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステッ
プの特定の順序または階層は、本開示の範囲内に留まりながら、並べ替えられることが可
能であるものと理解される。添付の方法クレームは、それらの様々なステップの要素をサ
ンプル順序で提示し、提示される特定の順序または階層に限定されることは意味しない。
【００５４】
　情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれを使用して表されてもよいこ
とが、当業者には理解されよう。例えば、以上の説明の全体で言及されることが可能なデ
ータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、
電磁波、磁界または磁気粒子、光の場または粒子、または以上の任意の組合せによって表
現されることが可能である。
【００５５】
　本明細書で開示される実施例に関連して説明される様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェアとして実施されても、
コンピュータソフトウェアとして実施されても、あるいはその両方の組合せとして実施さ
れてもよいことが、当業者にはさらに理解されよう。ハードウェアとソフトウェアの、こ
の互換性を明確に示すのに、様々な例示的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、お
よびステップが、概ね機能の点で以上に説明されてきた。そのような機能が、ハードウェ
アとして実施されるか、ソフトウェアとして実施されるかは、全体的なシステムに課され
る特定の用途上の制約、および設計上の制約に依存する。当業者は、説明される機能を、
それぞれの特定の用途のために、様々な仕方で実施することができるが、そのような実施
上の決定が、本発明の範囲からの逸脱を生じさせるものと解釈されてはならない。
【００５６】
　本明細書で開示される実施例に関連して説明される様々な例示的な論理ブロック、論理
モジュール、および論理回路は、汎用プロセッサ、ディジタルシグナルプロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）、または他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートのゲートもしくはト
ランジスタロジック、ディスクリートのハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明
される機能を実行するように設計された以上の任意の組合せを使用して実施される、また
は実行されることが可能である。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであることが可
能であるが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイ
クロコントローラ、または状態マシンであってもよい。また、プロセッサは、コンピュー
ティングデバイスの組合せとして、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサの組合せ、複数
のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、ま
たは他の任意のそのような構成として実施されることも可能である。
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【００５７】
　本明細書で開示される実施例に関連して説明される方法またはアルゴリズムのステップ
は、ハードウェアで直接に、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュールで、
またはこの２つの組合せで実施されることが可能である。ソフトウェアモジュールは、Ｒ
ＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（登録
商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルなディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ま
たは当技術分野で知られている他の形態の任意の記憶媒体の中に存在することが可能であ
る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが、その記憶媒体から情報を読み取ること、および
その記憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替とし
て、記憶媒体は、プロセッサと一体化していてもよい。プロセッサと記憶媒体は、ＡＳＩ
Ｃの中に存在することが可能である。このＡＳＩＣは、ユーザ端末装置内に存在すること
が可能である。代替として、プロセッサと記憶媒体は、ユーザ端末装置内のディスクリー
トの構成要素として存在してもよい。
【００５８】
　１つまたは複数の例示的な実施形態において、説明される機能は、ハードウェアで、ソ
フトウェアで、ファームウェアで、あるいは以上の任意の適切な組合せで実施されること
が可能である。ソフトウェアで実施される場合、それらの機能は、１つまたは複数の命令
またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に格納される、またはコンピュータ可読媒体
を介して送信されることが可能である。コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場
所にコンピュータプログラムを移すことを円滑にする任意の媒体を含むコンピュータ記憶
媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意
の利用可能な媒体であることが可能である。例として、限定としてではなく、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光
ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、あ
るいは命令またはデータ構造の形態で所望されるプログラムコードを伝送する、または格
納するのに使用されることが可能であり、さらにコンピュータによってアクセスされ得る
他の任意の媒体を備えることが可能である。また、任意の接続も、コンピュータ可読媒体
と適切に呼ばれる。例えば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より
対線、ディジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される
場合、その同軸ケーブル、光ファイバケーブル、より対線、ＤＳＬ、あるいは赤外線、無
線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術が、媒体の定義に含められる。本明細書で使
用される場合、ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）には、コンパクトディ
スク（ＣＤ）、レーザディスク（登録商標）、光ディスク、ディジタルバーサタイルディ
スク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブルーレイディスクが含まれ
、ただし、ディスク（ｄｉｓｋ）は、通常、データを磁気的に再現するのに対して、ディ
スク（ｄｉｓｃ）は、レーザを使用してデータを光学的に再現する。また、以上の媒体の
組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含められなければならない。代替として、記
憶媒体は、プロセッサと一体化していてもよい。また、そのプロセッサと記憶媒体が、Ａ
ＳＩＣの中に存在することが可能であり、このＡＳＩＣが、ワイヤレスデバイス内に存在
することも可能である。別の代替として、プロセッサと記憶媒体は、デバイス内のディス
クリートの構成要素として存在してもよい。
【００５９】
　本明細書で使用される「例示的」という語は、「例、実例、または例示の役割をする」
ことを意味するように本明細書で使用される。本明細書で「例示的」と説明されるいずれ
の例も、必ずしも、他の例より好ましい、または有利であると解釈されるべきではない。
【００６０】
　開示される実施例の以上の説明は、任意の当業者が、本開示を作成する、または使用す
ることを可能にするように提供される。これらの実施例の様々な変形が、当業者には直ち
に明白となり、本明細書において規定される一般的な原理は、本発明の趣旨または範囲を
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逸脱することなく、他の実施例に適用されることが可能である。このため、本発明は、本
明細書で示される実施例に限定されることを意図しておらず、本明細書において開示され
る原理および新規な特徴と合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　モバイルデバイスにおいて使用するための装置であって、
　１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の信号を検知するように動作可能な少なくと
も１つの構成可能なサーチャを含む、第１の電力レベルで動作可能な第１の回路部分と、
　前記モバイルデバイス内の前記第１の回路部分の前記第１の電力レベルより高い電力レ
ベルで動作するように構成された第２の回路部分と
を備える装置。
［Ｃ２］
　前記第１の回路部分は、
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を格納するように構成
されたバッファと、
　前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分におけるその他の回路の少なくとも１
つの回路の時間領域とは独立した時間領域内で、前記バッファの中に格納された前記受信
された信号を処理するように構成された非リアルタイムプロセッサとをさらに備えるＣ１
に記載の装置。
［Ｃ３］
　前記第１の回路は、先行する検知された情報に基づいて、前記１つまたは複数のワイヤ
レスアクセス技術の探索リストを並べ替えることおよび優先順位を付けることの少なくと
もいずれかを行うように、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の前記信号を適
応的に処理するように構成された適応エンジンをさらに備えるＣ１に記載の装置。
［Ｃ４］
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれかを含むＣ３
に記載の装置。
［Ｃ５］
　前記第１の回路部分は、所定の周期性でアイドル状態または休止状態のいずれかから起
動して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を周期的に検知するようにさらに
構成され、前記周期性は、固定または可変であるＣ１に記載の装置。
［Ｃ６］
　前記第２の回路部分は、前記第１の回路部分が前記１つまたは複数のワイヤレスアクセ
ス技術の信号を検知する間、休止するように構成された一次トランシーバを備えるＣ１に
記載の装置。
［Ｃ７］
　前記少なくとも１つの構成可能なサーチャは、単一のワイヤレス技術における搬送波、
または２つ以上のワイヤレス技術における搬送波の少なくともいずれかに関して、異なる
ワイヤレスキャリア周波数でエネルギーを測定することを含むことによって、前記１つま
たは複数のワイヤレスアクセス技術の信号を検知するように構成されるＣ１に記載の装置
。
［Ｃ８］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の信号を検知することは、受信された信
号を少なくとも１つの参照データと互いに関係付けることを含むＣ１に記載の装置。
［Ｃ９］
　前記参照データは、少なくとも１つのスクランブル符号を備えるＣ８に記載の装置。
［Ｃ１０］
　前記第１の回路部分は、
　受信された信号を復調するように構成された復調器と、
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術に関するさらなる情報を復号するように
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構成された復号器と
を含むＣ１に記載の装置。
［Ｃ１１］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分の少なくともいずれかは、より低エネルギー
のページングサポートを提供するように構成されるＣ１に記載の装置。
［Ｃ１２］
　前記第１の回路部分は、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するため
に使用されるベースバンドプロセッサをさらに備えるＣ１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記ベースバンドプロセッサは、プロセッサ、メモリ、および論理ハードウェアの１つ
または複数を含むＣ１２に記載の装置。
［Ｃ１４］
　前記論理ハードウェアは、ワイヤレスアクセス技術のサブセットを検知することを含む
タスクのサブセットを処理するように構成されるＣ１３に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記第１の回路部分は、前記ワイヤレスアクセス技術の少なくとも１つからの信号が前
記第１の部分によって検知されると、前記第２の回路部分を起動するトリガを発行するよ
うにさらに構成されるＣ１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記第１の部分は、前記第１の部分に検知タスクを周期的に実行させる際に使用するた
めの少なくとも１つのリアルタイムクロック領域タイマを含むＣ１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分は、前記より低い電力で少なくとも動作可能
であるように構成された１つまたは複数の構成要素を共有するＣ１に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記第１の回路部分の少なくとも一部分は、前記第２の回路部分内の構成要素と比べて
、漏れのより少ない設計ライブラリの構成要素を備えて構成されるＣ１に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作するＣ１に記載の装置
。
［Ｃ２０］
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素と比べ
て、同等の機能を実行する際に、より少ないエネルギーを消費するように構成されるＣ１
９に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記モバイルデバイスは、アクセス端末装置を備えるＣ１に記載の装置。
［Ｃ２２］
　モバイルデバイスにおいて使用するための方法であって、
　前記モバイルデバイス内の第２の回路部分の電力レベルと比べて、より低い電力レベル
で動作するように構成された第１の回路部分を使用して、１つまたは複数のワイヤレスア
クセス技術を探索すること、および
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の少なくとも１つの所定のワイヤレスア
クセス技術が検知されると、前記第２の回路部分を起動するように構成された起動トリガ
を発行することを備える方法。
［Ｃ２３］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号をバッファリングする
こと、および
　前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分におけるその他の回路の少なくとも１
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つの回路の時間領域とは独立した時間領域内で、前記バッファリングされた、受信された
信号を非リアルタイム処理することをさらに備えるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　先行する検知された情報に基づいて、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の
探索リストを並べ替えることおよび優先順位を付けることの少なくともいずれかを行うよ
うに、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の前記信号を適応的に処理すること
をさらに備えるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれかを含むＣ２
４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　所定の周期性で前記第１の回路部分を休止状態またはアイドル状態のいずれかから周期
的に起動して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検索することをさらに備
え、前記周期性は、固定または可変であるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記第２の回路部分は、前記第１の回路部分が前記１つまたは複数のワイヤレスアクセ
ス技術の信号を検知する間、休止するように構成された一次トランシーバを備えるＣ２２
に記載の方法。
［Ｃ２８］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することは、単一のワイヤレス技
術における搬送波、または２つ以上のワイヤレス技術における搬送波の少なくともいずれ
かに関して、異なるワイヤレスキャリア周波数でエネルギーを測定することを含むＣ２２
に記載の方法。
［Ｃ２９］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することは、受信された信号を少
なくとも１つの参照データと互いに関係付けることを含むＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３０］
　前記参照データは、少なくとも１つのスクランブル符号を備えるＣ２９に記載の方法。
［Ｃ３１］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を復調すること、およ
び
　前記復調された信号を復号して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術に関す
るさらなる情報を特定することをさらに備えるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３２］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分の少なくともいずれかは、より低エネルギー
のページングサポートを提供するように構成されるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３３］
　前記第１の回路部分は、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するため
に使用されるベースバンドプロセッサを備えるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３４］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することは、ワイヤレスアクセス
技術のサブセットを検知することを含むタスクのサブセットを処理することを含むＣ２２
に記載の方法。
［Ｃ３５］
　所定の周期性で前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することをさらに
備え、前記周期性は、固定または可変であるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３６］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分は、前記より低い電力で少なくとも動作可能
であるように構成された１つまたは複数の構成要素を共有するＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３７］
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　前記モバイルデバイスは、アクセス端末装置を備えるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３８］
　前記第１の回路部分の少なくとも一部分は、前記第２の回路部分内の構成要素と比べて
、漏れのより少ない設計ライブラリ構成要素を備えて構成されるＣ２２に記載の方法。
［Ｃ３９］
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作するＣ２２に記載の方
法。
［Ｃ４０］
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素と比べ
て、同等の機能を実行する際に、より少ないエネルギーを消費するように構成されるＣ３
９に記載の方法。
［Ｃ４１］
　モバイルデバイスにおいて使用するための装置であって、
　前記モバイルデバイス内の第２の回路部分の電力レベルと比べて、より低い電力レベル
で動作するように構成された第１の回路部分を使用して、１つまたは複数のワイヤレスア
クセス技術を探索するための手段と、
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の少なくとも１つの所定のワイヤレスア
クセス技術が検知されると、前記第２の回路部分を起動するように構成された起動トリガ
を発行するための手段とを備える装置。
［Ｃ４２］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号をバッファリングする
ための手段と、
　前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分におけるその他の回路の少なくとも１
つの回路の時間領域とは独立した時間領域内で、前記バッファリングされた、受信された
信号を非リアルタイム処理するための手段とをさらに備えるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ４３］
　先行する検知された情報に基づいて、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の
探索リストを並べ替えることおよび優先順位を付けることの少なくともいずれかを行うよ
うに、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の前記信号を適応的に処理するため
の手段をさらに備えるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれかを含むＣ４
３に記載の装置。
［Ｃ４５］
　所定の周期性で前記第１の回路部分を休止状態またはアイドル状態のいずれかから周期
的に起動して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検索するための手段をさ
らに備え、前記周期性は、固定または可変であるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記第２の回路部分は、前記第１の回路部分が前記１つまたは複数のワイヤレスアクセ
ス技術の信号を検知する間、休止するように構成された一次トランシーバを備えるＣ４１
に記載の装置。
［Ｃ４７］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を前記探索するための手段は、単一のワ
イヤレス技術における搬送波、または２つ以上のワイヤレス技術における搬送波の少なく
ともいずれかに関して、異なるワイヤレスキャリア周波数でエネルギーを測定するための
手段を含むＣ４１に記載の装置。
［Ｃ４８］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を前記探索するための手段は、受信され
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た信号を少なくとも１つの参照データと互いに関係付けるための手段を含むＣ４１に記載
の装置。
［Ｃ４９］
　前記参照データは、少なくとも１つのスクランブル符号を備えるＣ４８に記載の装置。
［Ｃ５０］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を復調するための手段
と、
　前記復調された信号を復号して、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術に関す
るさらなる情報を解読するための手段と
をさらに備えるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ５１］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分の少なくともいずれかは、より低エネルギー
のページングサポートを提供するように構成されるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ５２］
　前記第１の回路部分は、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するため
に使用されるベースバンドプロセッサを備えるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ５３］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を前記探索するための手段は、ワイヤレ
スアクセス技術のサブセットを検知することを含むタスクのサブセットを処理するための
手段を含むＣ４１に記載の装置。
［Ｃ５４］
　所定の周期性で前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索するための手段を
さらに備え、前記周期性は、固定または可変であるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ５５］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分は、前記より低い電力で少なくとも動作可能
であるように構成された１つまたは複数の構成要素を共有するＣ４１に記載の装置。
［Ｃ５６］
　前記第１の回路部分の少なくとも一部分は、前記第２の回路部分内の構成要素と比べて
、漏れのより少ない設計ライブラリの構成要素を備えて構成されるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ５７］
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作するＣ４１に記載の装
置。
［Ｃ５８］
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素と比べ
て、同等の機能を実行する際に、より少ないエネルギーを消費するように構成されるＣ５
７に記載の装置。
［Ｃ５９］
　前記モバイルデバイスは、アクセス端末装置を備えるＣ４１に記載の装置。
［Ｃ６０］
　コンピュータに、モバイルデバイス内の第２の回路部分の電力レベルと比べて、より低
い電力レベルで動作するように構成された第１の回路部分を使用して、前記モバイルデバ
イス内の１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索させるためのコードと、
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の少なくとも１つの所定のワイヤレスア
クセス技術が検知されると、コンピュータに、前記第２の回路部分を起動するように構成
された起動トリガを発行させるためのコードとを備えるコンピュータ可読媒体を備えるコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ６１］
　前記コンピュータ可読媒体は、
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　コンピュータに、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号をバ
ッファリングさせるためのコードと、
　コンピュータに、前記第１の回路部分、および前記第２の回路部分におけるその他の回
路の少なくとも１つの回路の時間領域とは独立した時間領域内で、前記バッファリングさ
れた、受信された信号を非リアルタイム処理させるためのコードとをさらに備えるＣ６０
に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６２］
　前記コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、先行する検知された情報に基づいて、
前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の探索リストを並べ替えることおよび優先
順位を付けることの少なくともいずれかを行うように、前記１つまたは複数のワイヤレス
アクセス技術の前記信号を適応的に処理させるためのコードをさらに備えるＣ６０に記載
のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６３］
　前記先行する検知された情報は、信号強度と信号相関の少なくともいずれかを含むＣ６
２に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６４］
　前記コンピュータ可読媒体は、コンピュータに、所定の周期性で前記第１の回路部分を
アイドル状態または休止状態のいずれかから周期的に起動して、前記１つまたは複数のワ
イヤレスアクセス技術を検索するようにさせるためのコードをさらに備え、前記周期性は
、固定または可変であるＣ６０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６５］
　前記第２の回路部分は、前記第１の回路部分が前記１つまたは複数のワイヤレスアクセ
ス技術の信号を検知する間、休止するように構成された一次トランシーバを備えるＣ６０
に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６６］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することは、単一のワイヤレス技
術における搬送波、または２つ以上のワイヤレス技術における搬送波の少なくともいずれ
かに関して、異なるワイヤレスキャリア周波数でエネルギーを測定することを含むＣ６０
に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ６７］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することは、受信された信号を少
なくとも１つの参照データと互いに関係付けることを含むＣ６０に記載のコンピュータプ
ログラム製品。
［Ｃ６８］
　前記参照データは、少なくとも１つのスクランブル符号を備えるＣ６７に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ６９］
　前記コンピュータ可読媒体は、
　コンピュータに、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術の受信された信号を復
調させるためのコードと、
　コンピュータに、前記復調された信号を復号して、前記１つまたは複数のワイヤレスア
クセス技術に関するさらなる情報を解読させるためのコードと
をさらに備えるＣ６０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７０］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分の少なくともいずれかは、より低エネルギー
のページングサポートを提供するように構成されるＣ６０に記載のコンピュータプログラ
ム製品。
［Ｃ７１］
　前記第１の回路部分は、前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を検知するため
に使用されるベースバンドプロセッサを備えるＣ６０に記載のコンピュータプログラム製



(27) JP 6359588 B2 2018.7.18

10

20

品。
［Ｃ７２］
　前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索することは、ワイヤレスアクセス
技術のサブセットを検知することを含むタスクのサブセットを処理することを含むＣ６０
に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７３］
　コンピュータに、所定の周期性で前記１つまたは複数のワイヤレスアクセス技術を探索
させるためのコードをさらに備えた前記コンピュータ可読媒体をさらに備え、前記周期性
は、固定または可変であるＣ６０に記載のコンピュータプログラム製品。
［Ｃ７４］
　前記第１の回路部分と前記第２の回路部分は、前記より低い電力で少なくとも動作可能
であるように構成された１つまたは複数の構成要素を共有するＣ６０に記載のコンピュー
タプログラム製品。
［Ｃ７５］
　前記モバイルデバイスは、アクセス端末装置を備えるＣ６０に記載のコンピュータプロ
グラム製品。
［Ｃ７６］
　前記第１の回路部分の少なくとも一部分は、前記第２の回路部分内の構成要素と比べて
、漏れのより少ない設計ライブラリの構成要素を備えて構成されるＣ６０に記載のコンピ
ュータプログラム製品。
［Ｃ７７］
　前記第１の回路部分は、前記第２の回路部分内の１つまたは複数の第２の構成要素と同
等の機能を有する１つまたは複数の第１の構成要素を備え、前記１つまたは複数の第１の
構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素より低速で動作するＣ６０に記載のコ
ンピュータプログラム製品。
［Ｃ７８］
　前記１つまたは複数の第１の構成要素は、前記１つまたは複数の第２の構成要素と比べ
て、同等の機能を実行する際に、より少ないエネルギーを消費するように構成されるＣ７
７に記載のコンピュータプログラム製品。
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